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１１月１１日（月） 

変 化 の 奇 跡 

 

聖書朗読  ヨハネの福音書 2:1〜１１ 

この世と調子を合わせてはいけません。いや、むしろ、神のみこころは何か、すな 

わち、何が良いことで、神に受け入れられ、完全であるのかをわきまえ知るため 

に、心の一新によって自分を変えなさい。                               ローマ 12:2 

                                       

  全ては時間と共に変化します。最近、私は２５年以上前の教え子に会いました。

彼は私に変わり無いと親切に言ってくれましたが、私は白髪頭でお腹周りも大き

くなっています。私たちはしばしば加齢に伴う身体の変化を目にしますが、イエス

様は別の種類の変化に興味を示されます。 

  イエス様の最初の奇跡は、水をワインに変えるという衝撃的なものでした。それ

を目撃した時の様子を想像できますか。水をワインに変えたことは、イエス様の奇

跡的な力を実証するものでした。そして、その変化を起こす力は今日でも行われ

ています。イエス様は私たちの心と精神を変えることができます。 

  神様は日常的な状況で、またある時には不愉快な人たちを通して、そのしもべ

たちを変えるための準備をされています。あなたの人生で何か変える必要のある

ものはありますか。あなたが変わるのを手伝ってくださいと、今日イエス様に頼み

ましょう。 

 

讃美歌 Ⅱ１８８ きみのたまものと 

祈   り ああ神様、永遠なるお父様、今日、私たちが完全にあなたのものとなれ

るように変えてください。あなたが今もなお変革者であることを私たち

が世界に示すことができますように。イエス様のお名前によって。アーメ

ン。 

 

テキサス州 ラボック  ／ エディ・フィッツジェラルド  

 

 

 

 



１１月１２日（火） 

イ エ ス 様 は そ こ に お ら れ た  

聖書朗読 ヨハネの福音書 3:1〜１８ 

神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。それは御子を

信じる者が、ひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。 

ヨハネ 3:16 

 

上記のとても有名な聖書箇所はニコデモとの会話です。イエス様がこの地球

上にいらした目的をニコデモに説明しました。イエス様は天国にいらしたことがあ

り、勿論、どういうところかをご存知であること、また、私たちにとって永遠の命が

意味することがどういうことであるかを知っているのはご自分だけだと仰いまし

た。 

私たちはイエス様を信じる者に何が用意されているかを知ることはできません

が、イエス様はご存知です。そして、イエス様は実際にその経験をされています。イ

エス様とお父様は、完璧な天国の存在を私たちに見せたいと切に願っています。 

  しかし、それはイエス様とその教えを受け入れることによってのみ可能です。 お

父様はどれほど私たちを天国に迎えたいと願っているかを示すために、その唯一

の御子を私たちの隣に住まわせ、私たちと同じような重荷を背負わせ、誘惑にも

遭わせました。 

         人となられたキリストだけに  

           無力な幼子のうちにある神の豊かさ 

             この愛と正義の賜物は 救おうとされた者たちから蔑まれた 

                          ― キース ＆ クリスティン・ゲッティ* 

 編注：北アイルランド出身の音楽デュオ。スチュアート・タウンエンドとの 

      共作、２００１年リリース《In Christ Alone》からの１節。 

 

讃美歌 Ⅱ１８４ 神はひとり子を 
祈   り 主よ、私たちは永遠にあなたと共に生きたいです。イエス様が私たちに

信じるように、そしてその教えに頼りなさいと言われていることが理解で

きますように。イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

テキサス州 サンアントニオ ／ メアリーアン・バスキン 

１１月１３日（水） 

重 労 働 を し た の は 誰 で す か 

聖書朗読 ヨハネの福音書 ４：２7〜３８ 

植える者と水を注ぐ者は、一つですが、それぞれ自分自身の働きに従って自分

自身の報酬を受けるのです。私たちは神の協力者であり、あなたがたは神の

畑、神の建物です。                                コリント I ３:８〜９ 

 

  大学教授の私は学生に字の読み方は教えません。基礎的な勉強方法も教え

ません。しかし、彼らには読むことができ、ノートを取り、授業を受ける準備ができ

ている事を期待しています。私の仕事は、学生の親御さんたち、これまでの小、中、

高校の先生たちが大学に進学する準備をしてくれたおかげで成り立っています。 

  イエス様はこの聖書箇所で、神様への奉仕をさせて頂くのは、一人だけの務め

ではないと注意されました。主の働きは私たちが協力してすることです。イエス様

が言われるように、『ひとりが種を蒔き、ほかの者が刈り取る』 （ヨハネ ４：３７）

のです。 

  もし、自分が神様のためにやり遂げた誇らしい出来事を自慢したい誘惑に駆

られたら、このイエス様の教えを思い出して下さい。イエス様は主の御用を他の

人たちと互いに協力して行うように仰っています。神様は常にすべてをご支配して

おられ、始められたことを私たちに分かち合い、その奉仕を私たちクリスチャン一

人一人が協力して成し遂げることを望んでおられます。ある人は土を耕し、ある

人は種を蒔く働きをし、ある人は、励ましながら水撒きをして土の手入れをした人

たちを思い浮かべるかもしれません。 

  私たちは、その主の働きにいつでも、どこでも参加できる恵みをいただいてい

ます。ですから、いつでも主の働きに謙虚な心で加わり、その働きをさせて頂きま

しょう。そして、その主の御用に参加できることに感謝しましょう。 

  

讃美歌 ４２２ われらたがやし 

祈   り 神様、あなたの御国に感謝いたします。先の人々の労苦を知り謙虚に

あなたの仕事に加わることが出来ますように、私たちを助けてください。

イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

インディアナ州 ラファイエット  ／ ジョシュ・ボイド 



１１月１４日（木） 

思 っ て い た の と 違 う 

 

聖書朗読 ヨハネの福音書 ６:60〜７１ 

すると、シモン・ペテロが答えた。「主よ。私たちがだれのところに行きましょう。あ

なたは、永遠のいのちのことばを持っておられます。           ヨハネ ６：６８ 

 

  私たちの伝道団がアフリカの地に降り立ったとき、私はとても圧倒されました。

景色、音、人、匂い、その土地の様子は、私が想像していた伝道旅行とは違うもの

でした。食事は慣れないし、また移動は大変でした。生活様式が故郷とはまるで

違い衝撃的でした。  

  私たちのグループはイエス様の福音を伝えるために、そこに３０日間の滞在予

定していました。現地の方の服装、経済、政府、交通手段を批判するため伝道旅

行に来たのではありませんでしたが、自分の国との余りの違いに、周りを見渡し、

「私は何をしにここへ来たのだろう」と思いました。しかし、そこに実際に住んでみ

ると、なんと祝福されたことでしょう。３０日間現地の人たちと時間を共にし、私の

心は変えられ、私が何に焦点を置くべきかにも大きな変化をもたらしたのです。 

  そこで学んだことは、当たり前に思っていること、また快適であることに対して、

常にこれで良いのだろうかと見直すことが必要であること。私たちが成長し、他

から学ぶためには、物事を謙虚な姿勢で見なければならないということです。 

  神様は私たちに教えたい事が山ほどあります。私たちの中から思い込みという

バリアを取り除きましょう。最初はなんだかよくわからないと思っても諦めるべき

ではありません。ヨナ、ヨブ、ホセア、そしてパウロたち聖書に出て来る方々は、神

様のやり方は人間のやり方とは異なるということを常に学ばなければなりません

でした。神様があなたの心を変えて下さるように自分を神様に明け渡していきま

しょう。 

 

讃美歌 ５０１ 生命のみことば 

祈   り 聖なる憐れみ深い私たちのお父様、あなたの手段を大切にし、世の偽

りを避けることができますように。イエス様を通して。アーメン。 

 

                テキサス州 ハイランド・ビレッジ ／ ラリー・ケイン 

１１月１５日（金） 

イ エ ス 様 は 生 け る 水 

聖書朗読 ヨハネの福音書 ７：３７〜５２ 

ああ。渇いている者はみな、水を求めて出て来い。            イザヤ５５：１                
 

最新の研究によると、宇宙には約７００垓
がい

*の惑星が存在しますが、地球のよう

な惑星は一つだけです。(訳注：垓＝１０の２０乗) 

  惑星が生命を維持するための最も基本的な要因の一つは、星が生命可能

域、つまり“ゴルディロックス・ゾーン”*を軌道にすることです。（訳注：恒星から近

すぎず遠すぎず、暑すぎず寒すぎず、生命を育むのに“ちょうどいい”範囲にある領域

を指す。惑星表面に液体の水が存在できる環境を指し、“ハビタブル・ゾーン”（生命

生存可能領域）とも呼ばれる。） 

  生命を維持するために必要な基本的要素は温度ではありません。気候でも、

空気でも気象のパターンでもありません。それは水です。水がなければ生命は絶

たれます。水は生命の鍵を握っています。 

  祭りの最終日の習慣は、祭司たちがゼカリヤ書１４章とエゼキエル書４７章を

読み、生ける水の川について語ります。本日の聖書朗読箇所では、イエス様は祭

りの最終日に、彼らが読んだこの聖句に言及しています。 

  イエス様はご自身を、命を握る鍵、生ける水と宣言します。私たちは源から自由

に飲み、生きましょう！ 

     生ける水の井戸がある その水はあふれ出て 永遠のいのちを与える 

         私たちは喜び歌う 永遠の泉よ ああ泉よ 

             私たちは急いで飲み いのちを得る   ― メアリー・スレイド* 

      編注：アメリカの牧師の妻、教師、詩人。賛美歌、日曜学校の教材、主に教師 

           トレーニングに使われる教育に関する書籍を執筆。1826-1882 

 

讃美歌 ２３８ 疲れたる者よ 

祈   り 主よ。私を生ける水に渇かせ、生ける水の川が流れ出るようにして下さ

い。イエス様のお名前によって。アーメン。 

テキサス州 ハンツビル ／ ジェフ・ダン 

 



１１月１６日（土） 

愛 さ れ て 自 由 に な り ま し ょ う 

 

聖書朗読 ヨハネの福音書 8：１〜１１ 

こういうわけで、今は、キリスト・イエスにある者が罪に定められることは決してあ

りません。                                              ローマ ８：１ 

 

  ２０１１年のアメリカ映画《ヘルプ〜心がつなぐストーリ〜》で、乳母が世話をし

ている小さな女の子に言った感動的で忘れられないセリフがあります。「あなた

は親切で、あなたは賢くて、あなたは大切な人です。」 

  このセリフが非常に力強いと感じる訳は、こんな相反する言葉がしばしば私た

ちの心を責め立てるからです。「お前は役立たずで、汚らわしく、頼りにならない。

罪深くて悪事を働いている事を自覚している。使い捨てにされるのに相応しい。」 

  律法学者とパリサイ人に教会内に引き摺り込まれ、イエス様の前に投げ出さ

れた女の人は、この非難をよく知っていました。彼女はこれまで彼女を利用し、虐

待した人たちからそれを学びました。彼女を罵倒し、距離を置いた人たちからも

それを学びました。今、彼女は説教者の前に立ち、彼からもさらなる非難を浴びる

だろうと確信していました。 

  しかし、信じられないことに、イエス様はこう言われました。『あなたを罪に定め

る者はなかったのですか。私もあなたを罪に定めない。』皆さん、イエス様は私た

ちに無限の愛を知ってもらいたいのです。私たちにその価値があるかですって？

イエス様はご自分の命を私たちに捧げてくださいました。私たちにはとても価値

があるのです。さあ、勇気をもって無価値で有害な間違ったメッセージに耳を傾

けない習慣を身につけましょう。 

 

讃美歌 ８５ 主のまことは 

祈  り 親愛なる主よ。あなたの愛は素晴らしいです。私の罪のためにご自身

の命を犠牲にしてまでも私を助けてくださり、ありがとうございます。 

        今日、私があなたのみこころの中で、自由に生きることができますよう

に。イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

テキサス州 アビリーン ／ イアン K・シェルバーン 

１１月１７日（日） 

暗 闇 か ら 光 へ 

 

聖書朗読 ヨハネの福音書 ８：１２〜２０ 

神から遣わされたヨハネという人が現れた。この人はあかしのために来た。光

についてあかしするためであり、すべての人が彼によって信じるためである。 

             ヨハネ １:6〜７ 

 

  私が若かった頃、夜、東テキサスの松林で迷子になりました。とても怖くて、６０

センチ先が見えなかったので、穴に落ちたり、枝につまずいたり、蛇に出くわした

りしないように地面に意識を集中していました。森の中で一時間ほどよろめき歩

いて、地面に目を凝らした後にようやく上を見上げると、満月が木々の輪郭を照

らし、森から抜け出す小道を示していることに気づきました。この夜、２つの明確な

教訓がはっきりしました。１）暗闇での絶対的な恐怖と、２）小さな月の光が暗闇

から差し、私は安心と導きを見つけたことです。 

  私たちの人生には、暗闇の中を歩く時があります。目的を持たず、自分と利己

的な野心に焦点を当てると、私たちは恐れに満ちて、人生に躓きます。しかし、キ

リストにあるすべての人々は、見上げて、暗闇を照らすキリストの光を見ました。彼

は私たちに希望と導きを示し、私たち自身を超えてさらに大きな目的を見る勇気

を与えて下さいました。主の光に従いましょう。主があなたを導いて下さいます。 

 

讃美歌 ５３３ くしき主の光 

祈   り 親愛なるお父様。私たちを暗闇から光へ導いてくださってありがとうご

ざいます。イエス様のお名前によって。アーメン。 

 

                    テキサス州 ヒューストン ／ ウィリアム E・アモネット 


